
別
表
第
七

使
用
済
燃
料
の
再
処
理
の
事
業
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
に
関
す
る
表

改

正

後

改

正

前

（
定
義
）

（
定
義
）

第
一
条

﹇
略
﹈

第
一
条

﹇
同
上
﹈

２

こ
の
規
則
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

る
。

２

﹇
同
上
﹈

﹇
一
〜
七

略
﹈

﹇
一
〜
七

同
上
﹈

八

「
保
安
活
動
」
と
は
、
原
子
力
施
設
の
保
安
の
た
め
の
業
務
に
係
る
品
質
管
理
に
必
要
な
体
制
の
基
準
に

関
す
る
規
則
（
令
和
二
年
原
子
力
規
制
委
員
会
規
則
第
二
号
。
以
下
「
品
質
管
理
基
準
規
則
」
と
い
う
。）第

二
条
第
二
項
第
一
号
に
規
定
す
る
保
安
活
動
を
い
う
。

﹇
号
を
加
え
る
。﹈

九

「
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
」
と
は
、
品
質
管
理
基
準
規
則
第
二
条
第
二
項
第
四
号
に
規
定
す
る
品

質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
を
い
う
。

﹇
号
を
加
え
る
。﹈

十

「
廃
止
措
置
対
象
施
設
」
と
は
、
法
第
五
十
条
の
五
第
二
項
の
認
可
を
受
け
た
廃
止
措
置
計
画
（
同
条
第

三
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
十
二
条
の
六
第
三
項
又
は
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
認
可
又
は
届

出
が
あ
つ
た
と
き
は
、
そ
の
変
更
後
の
も
の
）
に
係
る
廃
止
措
置
の
対
象
と
な
る
再
処
理
施
設
を
い
う
。

八

「
廃
止
措
置
対
象
施
設
」
と
は
、
法
第
五
十
条
の
五
第
二
項
の
認
可
を
受
け
た
廃
止
措
置
計
画
（
法
第
五

十
条
の
五
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
二
条
の
六
第
三
項
又
は
同
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
変
更
の

認
可
又
は
届
出
が
あ
つ
た
と
き
は
、
そ
の
変
更
後
の
も
の
。
以
下
同
じ
。）に
係
る
廃
止
措
置
の
対
象
と
な
る

再
処
理
施
設
を
い
う
。

十
一

「
設
計
想
定
事
象
」
と
は
、
次
に
掲
げ
る
事
象
で
あ
つ
て
、
再
処
理
施
設
の
位
置
、
構
造
及
び
設
備
の

基
準
に
関
す
る
規
則
（
平
成
二
十
五
年
原
子
力
規
制
委
員
会
規
則
第
二
十
七
号
。
次
条
第
一
項
第
二
号
ロ
並

び
に
第
七
号
イ
及
び
ロ
に
お
い
て
「
事
業
指
定
基
準
規
則
」
と
い
う
。）第
一
条
第
二
項
第
四
号
に
規
定
す
る

安
全
機
能
を
有
す
る
施
設
又
は
同
項
第
六
号
に
規
定
す
る
重
大
事
故
等
対
処
施
設
の
設
計
に
お
い
て
発
生
を

想
定
し
て
い
る
も
の
を
い
う
。

﹇
号
を
加
え
る
。﹈

イ

自
然
現
象

ロ

再
処
理
施
設
を
設
置
す
る
工
場
若
し
く
は
事
業
所
内
又
は
そ
の
周
辺
に
お
け
る
再
処
理
施
設
の
安
全
性

を
損
な
わ
せ
る
原
因
と
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
事
象
で
あ
つ
て
人
為
に
よ
る
も
の
（
故
意
に
よ
る
も
の
を
除

く
。）

ハ

再
処
理
施
設
内
に
お
け
る
火
災
、
溢い

つ

水
、
化
学
薬
品
の
漏
え
い
そ
の
他
の
再
処
理
施
設
の
安
全
性
を
損

な
わ
せ
る
原
因
と
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
事
象

十
二

「
大
規
模
損
壊
」
と
は
、
大
規
模
な
自
然
災
害
又
は
故
意
に
よ
る
大
型
航
空
機
の
衝
突
そ
の
他
の
テ
ロ

リ
ズ
ム
に
よ
る
再
処
理
施
設
の
大
規
模
な
損
壊
を
い
う
。

﹇
号
を
加
え
る
。﹈

（
再
処
理
の
事
業
の
指
定
の
申
請
）

（
再
処
理
の
事
業
の
指
定
の
申
請
）

第
一
条
の
二

法
第
四
十
四
条
第
二
項
の
再
処
理
の
事
業
の
指
定
の
申
請
書
の
記
載
に
つ
い
て
は
、
次
の
各
号
に

よ
る
も
の
と
す
る
。

第
一
条
の
二

﹇
同
上
﹈

一

﹇
略
﹈

一

﹇
同
上
﹈

二

法
第
四
十
四
条
第
二
項
第
四
号
の
再
処
理
施
設
の
位
置
、
構
造
及
び
設
備
に
つ
い
て
は
、
次
の
区
分
に
よ

つ
て
記
載
す
る
こ
と
。

二

﹇
同
上
﹈

イ

﹇
略
﹈

イ

﹇
同
上
﹈

ロ

再
処
理
施
設
の
一
般
構
造

ロ

﹇
同
上
﹈

﹇

〜

略
﹈

﹇

〜

同
上
﹈

耐
津
波
構
造
（
事
業
指
定
基
準
規
則
第
八
条
に
規
定
す
る
基
準
津
波
に
対
し
て
再
処
理
施
設
の
安
全

機
能
が
損
な
わ
れ
る
お
そ
れ
が
な
い
よ
う
措
置
を
講
じ
た
構
造
を
い
う
。）

耐
津
波
構
造
（
再
処
理
施
設
の
位
置
、
構
造
及
び
設
備
の
基
準
に
関
す
る
規
則
（
平
成
二
十
五
年
原

子
力
規
制
委
員
会
規
則
第
二
十
七
号
。
以
下
「
事
業
指
定
基
準
規
則
」
と
い
う
。）第
八
条
に
規
定
す
る

基
準
津
波
に
対
し
て
再
処
理
施
設
の
安
全
機
能
が
損
な
わ
れ
る
お
そ
れ
が
な
い
よ
う
措
置
を
講
じ
た
構

造
を
い
う
。）
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